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新学期（４月１日）以降の学校におけるマスク着用の考え方の見直し等について 

 

 このことについて、文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課から、別添写しのと

おり示されました。 

併せて、学校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュアルの改定

が行われました。 

ついては、児童生徒・教職員の学校教育活動にあたっては、マスクの着用を求めない

ことを基本とし、効果的な換気の実施など、場面に応じた感染対策を講じるよう対応す

るとともに、別紙を参考に保護者に対して周知願います。 

今回、文部科学省通知に記載されている給食の取扱いをはじめとする、学校教育活動

における対応については、後日、改めて通知します。 

なお、新型コロナウイルス感染症が、本年５月８日に５類感染症に位置付けられる予

定であることに伴い、今後、感染症対策についてさらなる見直しが行われるほか、学校

保健安全法施行規則等の改正が予定されていることを申し添えます。 

 

記 

 

１ マスク着用の考え方の見直しについて 

（１）基本的な考え方 

  ①児童生徒及び教職員については、学校教育活動にあたって、マスクの着用を求め

ないことを基本とする。 

  ②ただし、以下の場面においては、児童生徒及び教職員ともにマスクの着用が推奨

される。 

   ・登下校時に通勤ラッシュ時等混雑した電車やバスを利用する場合 

   ・校外学習等において医療機関や高齢者施設等を訪問する場合 

  ③基礎疾患があるなど様々な事情により、感染不安を抱き、マスクの着用を希望し

たり、健康上の理由によりマスクを着用できない児童生徒もいることなどから、

学校や教職員がマスクの着脱を強いることのないようにすること。児童生徒の間

でもマスクの着用の有無による差別・偏見等がないように適切に指導を行うこと。 

  ④新型コロナウイルス感染症に限らず、季節性インフルエンザ等も含め、感染症が

流行している場合などには、教職員がマスクを着用するまたは着用を促すことも

考えられるが、そういった場合においても、マスクの着用を強いることのないよ

うにすること。 

  ⑤咳やくしゃみの際には咳エチケットを行うよう児童生徒に指導すること。 

〇咳エチケットの例 

 ティッシュやハンカチで口・鼻を覆う。 

袖で口・鼻を覆う。 

 

 

 

 

 



（２）入学式等の実施にあたっての留意事項 

  ①今後、各学校において実施が予定されている入学式等の儀式的行事においても、

（１）で述べたように、マスクの着用を求めないことを基本とすること。 

  ②国歌・校歌等の斉唱や合唱を行うときや、複数の児童生徒による、いわゆる「呼

びかけ」を実施するときには、体の中心から前方１ｍ程度・左右 50 ㎝程度を目

安とした距離を確保すること。 

  ③来賓や保護者等については、着席を基本とし、座席間に触れ合わない程度の距離

を確保したうえで、感染対策上での来賓や保護者等の参加人数の制限は必要ない

こと。 

  ④また、儀式的行事や体育的行事、文化的行事等の学校行事については、感染対策

上での実施内容の精選や時間の短縮を行う必要はないこと。 

 

 ※ なお、令和５年度の入学式の来賓・保護者の参加に関する取扱いについては、現

在の計画通りで差し支えない。 

 

２ 効果的な換気の実施について 

  換気の方法や考え方については、「感染拡大防止のための効果的な換気について」

（令和４年７月 14 日新型コロナウイルス感染症対策分科会提言）や「新型コロナウ

イルスの感染拡大を防止するための換気の徹底及びその効果的な実施について」（令

和４年９月２日付け文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課事務連絡）等を参照

すること。 

 

「新型コロナウイルスの感染拡大を防止するための換気の徹底及びその効果的な実

施について」抜粋 

（１）常時換気の方法 

   廊下側と窓側を対角に開けることにより、効果的に換気することができます。 

   なお、窓を開ける幅は 10㎝から 20㎝程度を目安としますが、上の小窓や廊下側

のらん間を全開にするなどの工夫も考えられます。また、廊下の窓を開けることも

必要です。 

（２）常時換気が困難な場合の方法 

   常時換気が困難な場合は、こまめに（30 分に１回以上）数分間程度、窓を全開

にします。 

（３）サーキュレーターの使用について 

   サーキュレーターを使用することで、空気の流れを作り、教室内の換気を補助す

る事ができます。なお、サーキュレーターによる換気効果は限定的であり、窓開け

による換気を基本とし、雨天時やエアコンの使用などで窓が開けられない場合や少

ししか開けられない場合に補助的に使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


